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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
と
メ
テ
オ
 

過
去
と
目
的
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
２
０
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ペ
イ
オ
ネ
ッ
ト

【
あ
ら
す
じ
】

　
そ
れ
は
、
過
去
に
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
助
け
て
く
れ
た
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
と
あ
る

目
的
の
た
め
に
動
く
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
今
、
彼
ら
が
出
会
う
時
、
少
女
達
の
出
会

い
が
訪
れ
、
共
に
ゾ
デ
ィ
ア
ー
ツ
を
倒
す
物
語
（
こ
れ
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ

ー
ゼ
＆
ヒ
ロ
イ
ン
ズ
の
２
代
目
に
あ
た
る
話
で
す
。
後
や
め
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

）
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プ
ロ
ロ
ー
グ
１
（
前
書
き
）

如
月
 

星
牙
く
ん
は
自
分
が
作
っ
た
弦
刀
よ
り
、
ク
ー
ル
な
と
こ
ろ
が
多
い
高

校
２
年
生
で
す
。
成
績
は
中
の
上
っ
て
感
じ
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
１

こ
こ
は
、
と
あ
る
剣
道
場

少
女
達
は
剣
道
場
で
竹
刀
を
持
ち
今
日
も
汗
を
か
き
な
が
ら
稽
古
を
続
け
て
い

た
。

「
先
生
」

「
ど
う
し
た
ん
だ
い
？
」

生
徒
の
一
人
が
質
問
し
た
の
は
、
さ
わ
や
か
な
髪
は
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
で
ま
と
め
、

下
は
ス
ク
水
着
で
あ
り
上
着
は
軍
服
を
き
た
女
性
だ
っ
た
。

彼
女
の
名
は
北
郷
章
香
元
は
海
軍
所
属
の
魔
女
か
つ
て
駐
欧
武
官
を
務
め
た
こ

ウ
ィ
ッ
チ

と
も
あ
り
、
頭
脳
明
晰
。
軍
人
の
間
で
は
「
軍
神
」
と
の
呼
び
声
も
高
い
。

「
あ
の
道
場
に
貼
り
付
け
て
い
る
絵
っ
て
誰
が
書
い
た
の
で
す
か
？
」

生
徒
が
指
を
指
し
て
い
る
方
向
を
見
る
と
そ
の
絵
は
、
ク
レ
ヨ
ン
で
描
か
れ
、

顔
は
昆
虫
の
飛
蝗
を
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
首
に
は
赤
い
マ
フ
ラ
ー
が
巻
い
た
絵
だ

っ
た
。

「
あ
あ
、
あ
れ
は
君
達
が
こ
こ
に
入
門
す
る
前
の
生
徒
が
描
い
た
絵
だ
。
よ
く
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泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
て
、
私
も
少
し
、
手
に
お
え
な
か
っ
た
か
ら
な
」

章
香
は
微
笑
し
な
が
ら
答
え
た
。

「
で
も
、
こ
れ
っ
て
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
に
そ
っ
く
り
で
す
ね
」

「
か
め
ん
ら
い
だ
ー
？
」

章
香
は
生
徒
の
い
っ
た
言
葉
に
首
を
傾
げ
た
。

「
は
い
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
と
い
う
の
は
、
人
類
の
自
由
と
平
和
を
守
る
た
め
、

密
か
に
悪
と
戦
っ
て
い
る
都
市
伝
説
の
こ
と
で
す
よ
」

「
へ
ぇ
ー
」

生
徒
の
説
明
で
章
香
は
感
心
し
た
。

「
後
、
今
最
近
、
噂
に
な
っ
て
い
る
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
が
い
る
ん
で
す

よ
～
」
 

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
？
」

も
う
一
人
の
生
徒
が
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
話
を
聞
き
、
今
最
近
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
、

 
フ
ォ
ー
ゼ
が
こ
の
地
球
の
為
に
戦
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
た
。
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「
私
、
携
帯
で
友
人
か
ら
フ
ォ
ー
ゼ
の
画
像
が
届
い
た
の
で
先
生
見
て
く
だ
さ

い
。
」

生
徒
の
携
帯
を
受
け
取
り
、
携
帯
の
画
像
を
み
た
。
こ
れ
を
み
た
章
香
は
・
・
・

・「
は
は
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
っ
て
こ
ん
な
イ
カ
み
た
い
な
頭
を
し
た
の
も
い
る
の

か
い
？
」

「
正
式
に
は
ロ
ケ
ッ
ト
だ
そ
う
で
す
」

フ
ォ
ー
ゼ
の
画
像
を
微
笑
し
な
が
ら
笑
っ
て
い
る
章
香
を
生
徒
が
フ
ォ
ー
ゼ
の

頭
を
ロ
ケ
ッ
ト
と
説
明
し
た
。

「
・
・
・
・
こ
れ
は
」

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」

章
香
は
フ
ォ
ー
ゼ
の
画
像
を
見
て
、
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

（
こ
の
拳
の
付
き
方
は
あ
の
子
が
近
所
の
子
と
喧
嘩
す
る
と
き
、
よ
く
拳
を
突

き
出
し
て
、
喧
嘩
し
て
い
た
態
勢
だ
）

章
香
は
フ
ォ
ー
ゼ
と
ゾ
デ
ィ
ア
ー
ツ
の
戦
い
を
見
た
時
、
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（
こ
の
戦
い
方
・
・
・
・
や
は
り
あ
の
子
が
武
器
を
取
ら
ず
に
拳
と
蹴
り
で
戦

っ
て
い
る
時
も
一
緒
か
・
・
・
・
）
 

章
香
は
生
徒
に
携
帯
を
返
し
て
、
道
場
か
ら
出
て
、
今
も
青
い
青
空
を
眺
め
た
。

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
・
・
・
フ
ォ
ー
ゼ
・
・
・
・
星
牙
・
・
君
な
の
か
」

章
香
は
そ
う
呟
き
な
が
ら
青
空
を
眺
め
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
１
（
後
書
き
）

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
の
正
体
が
軍
神
に
見
破
れ
ま
し
た
。
次
の
プ
ロ
ロ
ー

グ
は
星
牙
く
ん
と
メ
テ
オ
の
登
場
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２
（
前
書
き
）

プ
ロ
ロ
ー
グ
２
で
す
。
本
編
は
ペ
ル
セ
ウ
ス
編
で
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２

そ
れ
は
何
故
か
、
突
然
起
こ
っ
た
。

燃
え
る
町
、
死
ん
で
い
る
人
間
、
そ
し
て
、
死
ん
で
い
る
人
間
の
死
臭
、
そ
れ

を
見
た
少
年
は
、
体
を
ビ
ク
ビ
ク
さ
せ
な
が
ら
歩
い
た
。

そ
し
て
、
少
年
は
あ
る
光
景
を
目
に
し
た
。

そ
れ
は
、
黒
い
服
と
覆
面
を
被
っ
た
連
中
が
、
家
族
連
れ
の
人
間
を
容
赦
な
く
、

殺
し
た
。

だ
が
、
残
っ
た
少
女
は
少
年
の
方
に
気
が
つ
い
て
、
手
を
少
年
の
方
に
差
し
伸

べ
た
。
少
年
は
差
し
伸
べ
た
方
向
へ
、
進
も
う
と
し
た
が
、

《
ブ
シ
ュ
ッ
》

少
女
は
黒
い
連
中
に
首
を
切
り
裂
か
れ
、
噴
水
の
血
し
ぶ
き
が
噴
出
し
た
。

少
年
は
そ
の
光
景
を
見
て
腰
が
抜
け
、
ガ
タ
ガ
タ
と
震
え
た
。

黒
い
連
中
は
少
年
の
方
に
気
が
つ
き
、
刃
物
を
持
っ
て
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。
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そ
の
時
、
彼
が
現
れ
た
。

「
待
て
ぃ
！
！
」

そ
れ
は
頭
は
昆
虫
の
飛
蝗
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
、
首
に
は
赤
い
マ
フ
ラ
ー
そ
し

て
両
手
足
に
は
、
銀
の
ブ
ー
ツ
と
グ
ロ
ー
ブ
を
身
に
付
け
た
戦
士
だ
っ
た
。

そ
れ
を
見
た
少
年
は
唖
然
と
し
た
。

戦
士
は
黒
い
連
中
を
い
と
も
簡
単
に
拳
と
蹴
り
で
一
掃
し
た
の
だ
っ
た
。

戦
士
は
戦
い
が
終
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
少
年
を
見
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
？
」

戦
士
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
少
年
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

戦
士
は
バ
イ
ク
に
乗
り
そ
の
ま
ま
ど
こ
か
に
、
去
っ
て
行
っ
た
。
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少
年
は
思
っ
た
。

い
つ
か
、
あ
の
人
の
よ
う
な
力
が
あ
れ
ば
、
今
頃
、
助
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な

い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
・
・
・
・
・
・
ん
っ
・
・
夢
か
」
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少
年
は
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
っ
た
。

「
ま
た
、
あ
の
夢
か
・
・
・
・
こ
こ
最
近
、
毎
日
続
く
な
？
」

少
年
は
ベ
ッ
ド
の
横
に
あ
る
４
本
の
ス
イ
ッ
チ
を
セ
ッ
ト
し
た
ベ
ル
ト
だ
っ
た
。

「
６
時
半
・
・
・
・
行
く
か
？
」

少
年
は
目
覚
ま
し
時
計
を
見
て
、
下
に
下
り
た
。

少
年
の
名
は
如
月
 

星
牙

ま
た
の
名
を
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゼ
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一
方
、
そ
の
頃
、
６
時
半
で
も
霧
が
漂
う
所
に
黒
い
服
を
纏
っ
た
男
が
い
た
。

「
天
の
川
学
園
・
・
・
・
・
こ
こ
に
奴
ら
が
い
る
の
は
・
・
・
ア
タ
リ
か
・
・
・

・
ハ
ズ
レ
か
」

男
は
黒
い
ベ
ル
ト
を
腰
に
つ
け
、
青
い
ス
イ
ッ
チ
を
セ
ッ
ト
し
た
。

「
変
身
！
！
」

男
が
変
身
し
た
の
は
頭
は
彗
星
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
頭
で
、
体
は
夜
空
の
星
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
体
だ
っ
た
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
メ
テ
オ

朔
田
 

流
星
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過
去
と
目
的
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
が
出
会
う
時
、
少
女
達
の
物
語
と
ゾ
デ
ィ
ア
ー

ツ
の
戦
い
が
激
し
く
な
っ
て
い
く
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２
（
後
書
き
）

本
編
で
の
登
場
ヒ
ロ
イ
ン
作
品
は
リ
リ
カ
ル
な
の
は
の
テ
ィ
ア
ナ
編
で
い
こ
う

と
思
っ
て
ま
す
。
い
き
な
り
で
す
い
ま
せ
ん
。
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ス
イ
ッ
チ
１
 

俺
の
友
達
（
前
書
き
）

ペ
ル
セ
ウ
ス
編
と
リ
リ
カ
ル
な
の
は
の
テ
ィ
ア
ナ
編
・
・
・
・
は
じ
ま
り
ま
す
。
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ス
イ
ッ
チ
１
 

俺
の
友
達

俺
の
名
は
如
月
 

星
牙
 
 

も
と
も
と
は
、
あ
る
事
件
の
き
っ
か
け
で
親
を
な

く
し
て
い
る
。
そ
の
事
件
後
、
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
に
保
護
さ
れ
、
後
に
軍
神
と
呼

ば
れ
た
ウ
ィ
ッ
チ
、
北
郷
章
香
さ
ん
に
引
き
取
ら
れ
、
こ
の
彼
女
の
家
に
住
ん

で
い
る
。

「
さ
て
・
・
・
・
今
日
の
朝
ご
飯
は
サ
ラ
ダ
と
パ
ン
と
ハ
ム
エ
ッ
グ
だ
な
」

星
牙
は
早
速
、
今
日
の
朝
ご
飯
を
作
り
、
２
５
分
で
出
来
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、

星
牙
は
・
・
章
香
の
あ
る
物
を
食
べ
な
き
ゃ
な
ら
な
か
っ
た
。

冷
蔵
庫
か
ら
ラ
ッ
プ
で
包
ん
だ
お
に
ぎ
り
の
よ
う
な
物
体
だ
っ
た
。
正
式
に
は

お
に
ぎ
り
に
似
て
い
る
の
だ
が
、
中
に
は
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
と
か
、
エ
ビ
の
尻
尾
・

・
あ
る
い
は
中
に
は
み
か
ん
が
あ
る
の
だ
。

こ
れ
を
作
っ
た
人
物
は
こ
こ
の
家
の
主
、
北
郷
章
香
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
頭
脳

明
晰
で
免
許
皆
伝
と
星
牙
は
き
い
て
る
が
、
料
理
だ
け
は
、
駄
目
な
の
だ
。
あ

る
時
、
彼
女
が
調
理
場
で
包
丁
を
持
っ
た
時
、
星
牙
す
ら
、
見
た
こ
と
の
な
い

料
理
を
作
る
の
だ
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
小
さ
い
頃
か
ら
料
理
を
学
び
、
章
香

に
作
ら
せ
ま
い
と
必
死
に
作
り
続
け
た
の
こ
と
だ
。

「
行
っ
て
き
ま
す
」

こ
の
家
に
住
ん
で
い
る
の
は
星
牙
と
章
香
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
章
香
は
軍
の

仕
事
で
忙
し
く
、
帰
っ
て
く
る
の
は
１
カ
月
の
１
日
だ
け
な
の
で
あ
る
。
星
牙
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は
例
え
一
人
に
な
っ
て
も
、
学
校
と
バ
イ
ト
で
働
く
友
達
が
い
た
か
ら
だ
。

「
星
牙
－
ー
！
！
」

星
牙
を
呼
ん
で
い
る
の
は
髪
は
リ
ボ
ン
で
結
ん
で
い
て
、
目
の
瞳
は
緑
色
で
星

牙
が
バ
イ
ト
す
る
洋
菓
子
店
ス
ト
レ
イ
キ
ャ
ッ
ツ
の
バ
イ
ト
仲
間
の
芹
沢
 

文
乃

「
に
ゃ
あ
」

こ
っ
ち
は
猫
の
よ
う
な
挨
拶
を
し
て
、
髪
は
猫
の
よ
う
な
耳
が
あ
る
薄
い
青
髪

で
同
じ
バ
イ
ト
仲
間
の
少
女
、
霧
谷
 

希
で
あ
る
。

一
緒
に
天
高
（
天
ノ
川
学
園
高
校
）
に
向
か
う
と
き
、
今
度
は
星
牙
が
所
属
す

る
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
部
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

茶
髪
で
ラ
イ
ダ
ー
部
の
マ
ー
ク
が
つ
け
て
あ
る
カ
バ
ン
を
持
っ
た
少
年
 

歌
星

 
賢
吾

彼
の
父
は
仲
間
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
死
亡
し
、
息
子
の
賢
吾
の
為
に
残
し
た
。

ア
ス
ト
ロ
ス
イ
ッ
チ
と
ラ
ピ
ッ
ド
ハ
ッ
チ
を
駆
使
し
て
星
牙
達
と
一
緒
に
フ
ォ

ー
ゼ
の
敵
、
ゾ
デ
ィ
ア
ー
ツ
を
退
治
す
る
石
頭

黒
く
長
い
ロ
ン
グ
ヘ
ア
ー
を
纏
っ
て
い
る
の
は
、
宇
宙
オ
タ
ク
で
、
星
牙
の
幼

な
じ
み
の
城
島
 

ユ
ウ
キ
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そ
し
て
、
髪
は
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ー
で
、
学
園
の
ク
ィ
ー
ン
の
風
城
 

美
羽
、
そ

し
て
美
羽
の
隣
に
い
る
の
は
、
ア
メ
フ
ト
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ
り
、
フ
ォ
ー

ゼ
と
一
緒
に
闘
う
ロ
ボ
、
パ
ワ
ー
ダ
イ
ザ
ー
を
操
る
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
大
文
字

 
隼

そ
し
て
、
す
こ
し
チ
ャ
ラ
い
服
装
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
伝
え
る
天
高
１
年
生
 

Ｊ
Ｋ

そ
し
て
、
な
に
や
ら
不
気
味
な
気
を
放
っ
て
い
る
オ
カ
ル
ト
少
女
、
野
座
間
 

友
子

こ
れ
が
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
部
の
全
員
だ
。

「
お
い
、
如
月
 

君
は
前
に
ロ
ケ
ッ
ト
と
ド
リ
ル
を
二
回
リ
ミ
ッ
ト
ブ
レ
イ
ク

し
た
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
？
 

よ
こ
せ
」

《
ギ
ク
ッ
》

星
牙
は
賢
吾
の
頭
に
は
何
か
レ
ー
ダ
ー
の
よ
う
な
物
が
あ
る
の
か
と
思
っ
て
い

た
が
、
星
牙
は
仕
方
な
く
学
ラ
ン
の
中
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
と
ド
リ
ル
の
ア
ス
ト
ロ

ス
イ
ッ
チ
を
賢
吾
に
渡
し
た
。

「
全
く
、
ロ
ケ
ッ
ト
と
ド
リ
ル
の
二
回
リ
ミ
ッ
ト
ブ
レ
イ
ク
を
使
っ
た
こ
と
で

し
ば
ら
く
、
二
つ
と
も
チ
ャ
ー
ジ
を
終
え
る
ま
で
使
え
な
い
ぞ
 

」

「
は
～
ま
じ
か
よ
～
」
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賢
吾
の
言
葉
に
星
牙
は
溜
め
息
を
つ
い
た
。

「
に
ゃ
あ
、
公
園
の
ベ
ン
チ
に
人
が
倒
れ
て
い
る
」

『
え
っ
！
？
』

希
の
言
っ
た
言
葉
に
、
星
牙
達
は
公
園
の
方
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
は
ベ

ン
チ
の
上
で
寝
て
い
る
。
茶
色
の
制
服
を
着
た
オ
レ
ン
ジ
髪
の
ツ
イ
ン
テ
ー
ル

で
頬
に
は
す
こ
し
跡
が
残
っ
た
少
女
で
あ
っ
た
。

「
お
い
、
大
丈
夫
か
！
！
？
」

星
牙
は
少
女
の
方
に
通
り
か
か
っ
て
、
頬
を
叩
こ
う
と
し
た
時
、

「
あ
ち
っ
！
！
」

『
！
？
』

賢
吾
は
少
女
の
額
を
そ
ー
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
た
。

「
や
ば
い
な
。
こ
の
子
は
３
９
度
の
熱
が
あ
る
」
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『
え
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
』

全
員
は
驚
い
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
ラ
ピ
ッ
ド
に
入
っ
て
体
を
休
め
ま
し
ょ
う
よ
！
！
」

「
部
長
の
私
も
同
感
よ
。
急
い
で
、
学
校
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

Ｊ
Ｋ
の
判
断
に
美
羽
は
賛
成
し
、
一
同
も
賛
成
し
た
。
急
い
で
学
校
に
つ
い
た

が
、

「
げ
っ
 

大
杉
だ
」

星
牙
は
校
門
の
前
で
ち
ょ
ろ
っ
と
見
た
ら
、
星
牙
の
ク
ラ
ス
の
副
担
任
の
大
杉

 
忠
太
で
あ
る
。
だ
け
ど
、
大
杉
は
何
故
か
不
機
嫌
で
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
。

「
あ
ー
ー
ー
ー
 

あ
の
糞
校
長
！
！
！
！
 

俺
の
園
田
先
生
に
ー
ー
ー
ー
ー
！

！
！
！
」

何
故
か
泣
い
て
い
た
。
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校
門
の
前
の
一
同
は

「
よ
し
、
俺
と
美
羽
が
先
生
を
相
手
し
て
い
る
時
、
お
前
た
ち
は
、
そ
の
子
を

看
病
し
て
や
れ
」

隼
の
意
見
に
一
同
は
呟
い
た
。
 

《
バ
ー
ー
ー
ン
！
！
》

『
！
！
？
』

何
故
か
、
地
響
き
が
聞
こ
え
た
。

「
わ
り
ぃ
が
、
此
処
は
俺
の
出
番
だ
。
行
く
ぜ
 

賢
吾
！
！
」

「
如
月
！
？
 

・
・
・
・
ユ
ウ
キ
、
そ
の
娘
を
頼
ん
だ
ぞ
！
！
」
 

「
城
島
ユ
ウ
キ
、
了
解
し
ま
し
た
！
！
」

賢
吾
は
ア
ス
ト
ロ
ス
イ
ッ
チ
カ
バ
ン
を
持
っ
て
星
牙
を
追
っ
た
。
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そ
し
て
、
ユ
ウ
キ
は
文
乃
と
一
緒
に
抱
え
て
、
ラ
ピ
ッ
ド
ハ
ッ
チ
に
向
か
っ
た
。
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ス
イ
ッ
チ
１
 

俺
の
友
達
（
後
書
き
）

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ゼ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
歌
は
い
い
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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